




8かみのせき議会だより令和7年5月8日　№ 170

消防費消防費

教育費教育費

総　務　文　教　常　任　委　員　会総　務　文　教　常　任　委　員　会

 �災害対策費のなかで地域防災マネージャ
ーの設置とは。
 �地域の防災を見直して、高齢者や障害者の
個別避難計画を各町が作成するように勧
めているアドバイスいただくことを想定。

 �地域防災マネージャー設置とあるが、各地
で自然災害等起こっており、ハザードマッ
プ等を活用して、各地区で企画して実際に
避難訓練を実施する様お願い。
 �地域防災マネージャーの方と地域の皆様
共に、計画を進めて行きます。

文教関係文教関係

があったけど、600 万円ほどの工事分がし
尿処理センターの工事の関係で 2 年間の
最終年度で清算で 7 年度は 2700 万円に
なっている。

 �エネルギー構造高度化・転換理解促進事業
1900 万円、昨年度から 300 万円の増だが、
主な事業内容は。
 �道の駅・総合文化センターの太陽光の設計
に入るのと併せて、栽培漁業センターへの
設置に係る基本計画を 7 年度に上げてい
る。

 �町費負担教職員給 2名分とあるが、どこの
学校か。
 �上関小学校。

 �学力検査助成金は、英検の助成と思うが対
象者は。
 �上関小学校、中学校、上関町に住民票のあ
る方に助成。

 �害虫駆除委託料が学校給食費、並びに中学
校費にもあるが、スズメバチの駆除か。
 �スズメバチ等を考えている。

 �複式学級にするデメリットは。
 �学校業務全般の各部署に隔たりが出て、児
童にかかる時間とか、教材研究にも影響す
る。2 学年分の授業をするので、二度同じ
学習する機会があり学力を上げ易い。とい
うメリットがある。デメリットは、業務の
負担が増える、授業準備が 2 学年なのでそ
の辺も負担がある。

 �2 学年併せて何人から複式学級になるのか。
 �16 名以下です。1 年生が含まれる場合は
8 名。

 �2 月に約 2週間上関小学校に短期留学で東
京から二人こられた。近くでも短期留学を
引き受けていただけたら、子供達にも、良
い刺激になると思うが。
 �上関町の教育は、恵まれた環境にある。そ
の環境を味わって広めていただけたらと
思う。

上関小学校入学式
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総務関係総務関係
歳入について歳入について

工事請負費工事請負費

企画費委託料企画費委託料

負担金補助負担金補助

総　務　文　教　常　任　委　員　会総　務　文　教　常　任　委　員　会

 �法人税割が 5年度 557 万 1000 円、6年度は
1091 万 3000 円、7年度は 1662 万円、倍増
する見込みの要因は。
 �一つの要因として、法人税割の実績増によ
り変わっている。

 �児童福祉費県補助金の中の地域子ども・子
育て支援事業交付金が増えた要因は。
 �電子版母子手帳の導入のため。

 �旧中央公民館跡地整備工事とはどういっ
た整備になるのか、何か活用する予定は。
 �バラスが敷かれている状態、砂埃等、草が
生える可能性があるので、アスファルト舗
装のはがしたものを細かく砕いて締め固
めて舗装する。今後の活用は、今の所、予
定はない。

 �Vtuber の事業委託料について、事業内容
を少し詳しく教えて頂きたい。
 �今年 3 月から事業を展開している。道の駅
や温泉などで、様々な効果が出ている。動
画の作成等によりしっかりと上関町を PR
し、上関ファンを増やしたい。

 �LINE運用委託料が378万円ついている。大
体これぐらいの事業費が毎年計上されて
いくのか。
 �新たなメニューの追加にもよるが、来年度
以降も、だいたいこのくらいを予定してい
る。

 �空き家改修助成金300万円。空き家不明品
撤去助成金 45 万円。申請すれば出しても
らえるのか。1件当たりどれくらいの助成
があるのか。
 �改修助成と家財等の処分費用ついては、空
き家バンク登録物件が対象。改修助成につ
いては事業費の 2 分の 1 で上限が 100 万
円。家財処分費も事業費の 2 分の 1 で上
限が 15 万円となります。

 �起業支援事業補助金が 200 万円ついている
が、昨年は立ち上げ 1/2 を補助するとなっ
ていたが、今年はどの様になっているか。
 �1 件に対して上限 100 万円で設定してい
る。

 �新婚生活助成金、120 万円ついているが内
容と何組くらい予定されているか。
 �新婚世帯が町内で家を購入、または賃借し
た場合、年齢 39 才以下が最大 30 万円、29
才以下が最大 60 万円と考えている。

 �奨学金の返還支援事業は、どのような奨学
金に使えるか。全額対象となるのか。
 �奨学金を使って進学された方が対象、その
奨学金を返還する際の一部を当町の方で
補助する。大学生を対象。

 �移住支援金 600 万円について。県制度の対
象とならない場合でも 5年以上継続して居
住すれば町事業の対象とするとあるが。
 �県外から上関町に移住すれば支援金を交
付する、というもの。就業要件は週 20 時
間以上の無期雇用契約を法人と契約して
いる場合や個人事業、農業や漁業を含む一
次産業が対象。

　 �
 �上関町斎苑管理委託料で 660 万円について
おります。前年度が 388 万 4000 円で、約
270 万円増になっている。この要因は。
 �管理委託料という事で火葬業務になる。個
人の方に委託して一人でやっていただい
ていたが、364 日個人では対応しづらいの
で、業者委託を考え、委託の形態を検討し
て、業者の方から提示された金額が、660
万円でこの金額を計上した。

 �周東環境衛生組合負担金で 5277 万 2000 円
ある。6年度 2843 万 2000 円だが、増えて
いる理由は。
 �昨年より増となっているのは、6 年度、7
年度、周東環境衛生の衛生センター大畠に
あるし尿衛生センターの基幹改良工事を
する事で施設の保全を行う工事を 6 年度 7
年度で行っていく予定の負担金を1市3町
と由宇の部分で負担する。6 年度も負担金
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新規事業の「一体的事業」とは？新規事業の「一体的事業」とは？

上関町社会福祉協議会の上関町社会福祉協議会の
運営費補助金が増額運営費補助金が増額

お元気喫茶の支援拡充でお元気喫茶の支援拡充で
若い段階から介護予防を若い段階から介護予防を

産　業　厚　生　常　任　委　員　会産　業　厚　生　常　任　委　員　会

 �事業の内容は。
 �高齢者保健事業及び介護予防事業を一体
的に実施するもの上関町の課題は 75 歳ま
での介護予防事業が不十分なところ。高齢
になると落ちてくる体、頭、口の 3 つの機
能についての介護予防教室を本土と祝島
で実施予定。本土では筋肉 UP トレーニン
グを月 2 回、口のオーラルフレイル予防は
婦人会等の地区組織を対象に講座を開催
する。祝島でも 12 回コースにした講座を
実施したい。

 �地区ごとにやるという考え方はないのか。
また定員などはあるのか。
 �本土では総合文化センターで開催し、幅広
く周知する。人数に制限は設けていない。
希望者全員に来ていただきたい。

 �増額の理由は。
 �社会福祉協議会の運営の根本は町からの
助成と寄付等だが、人口減で寄付が今まで
のように集まらず、「みんなのお店」の売
り上げも落ちてきていて運営が厳しくな
っているため。

 �今後の展開について議論はされているの
か。
 �「みんなのお店」は在宅福祉事業の一環と
して経営している。収支の状況は芳しくな
いが、食品などを販売する業者の協力を得
たり、営業時間帯を変えるなどの営業努力
について話はしている。また買い物に来た
方の困りごとの相談を受け解決に結びつ
けるような仕事が本来の社会福祉協議会
としての業務なので、そちらにも力を入れ
たい。

 �お元気喫茶支援事業で1人当たりの額を増
額とあるが、住民からのニーズが増えてい
るのか。
 �今までは「65 歳以上の 5 人が集まれば 1
人当たり 200 円の助成」という形にして
いた。当初は 9 か所集まる場所があった
が、今は 4 か所しかない。参加者の年齢
も 85 歳以上で、新規で集まられる方がい
ない。人口減少もあり 5 人以上集まるのは
ハードルが高いという話も聞くので、3 人
以上で助成を出すことにしたい。物価高騰
等もあり、1 人当たりの助成額も 300 円
に。今は総合文化センターなどの公共施設
を利用して行っているが、家でもできると
いう形に変えていきたい。

厚生関係厚生関係

お元気喫茶でもっと元気に
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6月中旬ごろに上関海峡温泉の修繕工事6月中旬ごろに上関海峡温泉の修繕工事 風力発電事業の現状と展望は風力発電事業の現状と展望は

道の駅が一部リニューアル道の駅が一部リニューアル

産　業　厚　生　常　任　委　員　会産　業　厚　生　常　任　委　員　会

 �上関海峡温泉の揚湯ポンプ交換工事等が
予算計上されているが、時期は。
 �6 月中旬、温泉施設の閑散期に行う予定。

 �工事は予定していたものか、突発的なもの
か。上関海峡温泉維持補修基金を 1300 万
円取り崩すようだが、この工事に充てるの
か。この基金は令和 5年度末には 4000 万
円、7年度には 2000 万円が繰り出しと、減
り方も気になるところだが。
 �工事は予定していたもの。基金は温泉に係
る修繕工事に充てるためのものなので、こ
の工事に充てる。今回は井戸の行内調査や
揚湯ポンプの交換、脱衣所の空調の修繕な
どに充てる予定。

 �温泉施設の入浴料助成が増額になってい
るが。
 �入浴料の値上げに伴うもの。町民の入浴料
をこれまでと金額が変わらないようにす
るため。

 �委託料が3年に一度の点検があった6年度
よりあがっている。
 �7 年度はその点検はないが、監視システム
のサーバー更新や、6 年度におこなった倍
速機の点検結果によって対策工事を行う
ことになったため、前年度より高くなって
いる。

 �本来、売電によって町への繰り出し金（町
の収入）があったはず。令和 6年度はそれ
ができないと説明があったが、令和 7年度
もか。
 �支出として長期保守契約と公債費（借入金
の返済）がそれぞれ 1 億円ずつかかり合計
2 億円、加えて諸経費もかかる。売電収入
が 2 億円足らずなので、町への繰り出しは
難しいが、今後、借入金の返済が少なくな
るので状況は変わる。令和 10 年度の借入
金の返済は 6700 万円程度になる。

 �公債費が 3300 万円減るということか。風
力発電の基金の残は今年度末で1億円。解
体のために2億円積み立てが必要と聞いた
が今後の展望は。
 �基金に当初積み上げたのは 2 億円だが、6、
7 年度で 1 億円弱とり崩した。今までの風
況があまりよくないため、売電収入は予定
より実績が下回っている。人件費や資材の
高騰によって委託料がかなり上がってき
ており、売電収入の減と相まって経営的に
はかなり苦しい。ただ昨年 10 月からは風
況がかなり良く、今年 2 月の売電収入は
3000 万円近くになる。売電収入が予定額
以上であれば 10 年度以降はやりくりでき

　 ると予測している。

 �道の駅の水槽の撤去工事や防犯カメラの
取り換え工事だが、休館日にできるのか。
 �一部リニューアル工事となり、6 月の上旬
に 3 日間休業してその際に行う。詳細が分
かれば周知する。リニューアルの一番の目
的は収益の改善。物販に力を入れたい。

 �道の駅はいろいろなものを食べることが
できるのも一つの価値。テーブルとイスの
設置で売り上げの向上につながるのでは
ないか。
 �いわゆるイートインスペースということ
になるかと思うが、今、情報コーナーにあ
る高いテーブルを高齢者も使いやすいよ
うに低いテーブルに取り換えれればと計
画している。食べるところといえばまずレ
ストランで、状況に合わせできる範囲で対
策はしたいが、新たにイートインスペース
をとる計画は無い。

産業関係産業関係

上盛山の風車
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令
和
７
年
度

　

一
般
会
計
予
算
で

　
　
　
　
　

討 

論
！

　

議
案
第
19
号
、令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て
、
反
対
・
賛
成
討
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
と
な
る
予
算
な
の
か

否
か
、あ
る
い
は
中
間
貯
蔵
施
設
に
係
る
電
源
立
地

地
域
対
策
交
付
金
を
財
源
と
す
る
こ
と
の
是
非
な

ど
に
つ
い
て
、
新
年
度
予
算
に
対
し
て
反
対
・
賛
成

双
方
の
立
場
の
議
員
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
６
名
、
反
対
３
名
の

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

財源で激論財源で激論

上関町を持続可能な街にするためには

　山戸　孝 議員

反　対
　

こ
れ
ま
で
も
同
様
の
内
容
を

申
し
上
げ
て
き
た
が
、
中
間
貯

蔵
施
設
計
画
に
つ
い
て
説
明
も

議
論
も
な
い
ま
ま
、
交
付
金
を

財
源
と
す
る
事
業
ば
か
り
が
先

行
す
る
こ
と
は
問
題
だ
。
各
事

業
の
必
要
性
は
、
東
海
第
二
原

発
へ
の
視
察
な
ど
を
除
け
ば
一

定
程
度
認
め
る
が
、
交
付
金

を
財
源
と
す
る
必
然
性
は
感
じ

ら
れ
な
い
。
議
会
の
中
で
す
ら
、

反
対
す
る
議
員
に
対
し
推
進
す

る
議
員
か
ら
攻
撃
的
な
発
言
が

あ
る
。
こ
れ
で
は
一
般
の
町
民

の
間
で
冷
静
な
議
論
は
で
き
な

い
。
冷
静
な
議
論
を
望
む
の
で

あ
れ
ば
こ
そ
、
中
間
貯
蔵
施
設

に
関
連
し
た
財
源
を
つ
か
う
べ

き
で
は
な
い
。

賛 　成
　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
移
住
・
定
住

政
策
の
拡
大
や
新
た
な
事
業

の
開
始
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、

新
た
に
Ｖ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
を
活

用
し
た
町
の
Ｐ
Ｒ
事
業
、
他

の
地
域
と
比
べ
て
も
手
厚
い

子
育
て
支
援
事
業
、
農
林
水

産
事
業
に
お
い
て
も
新
た
な

補
助
金
事
業
な
ど
、
町
民
の

生
活
を
考
え
た
評
価
で
き
る

予
算
で
あ
る
。
よ
っ
て
第
19

号
議
案
令
和
７
年
度
上
関
町

一
般
会
計
予
算
に
賛
成
す
る
。

　柏田　真一 議員
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反 　対

反 　対

賛　成

賛　成

　

中
間
貯
蔵
施
設
調
査
受

入
れ
に
よ
る
電
源
立
地
地

域
対
策
交
付
金
の
活
用
方

法
に
反
対
。
交
付
金
を
充

当
し
て
い
る
事
業
内
容
自

体
に
反
対
を
し
て
い
る
訳

で
は
な
く
、
中
間
貯
蔵
施

設
の
調
査
結
果
や
今
後
の

住
民
の
意
思
次
第
で
交
付

金
が
な
く
な
る
こ
と
も
有

り
得
る
。
現
段
階
に
お
い

て
、
補
助
金
や
公
的
事
業

の
委
託
料
等
に
充
当
し
て

い
る
こ
と
に
反
対
す
る
。

　

令
和
７
年
度
の
一
般
会
計

予
算
は
34
億
２
６
０
０
万
円

前
年
度
よ
り
３
・
５
％
減
で
、

町
の
財
政
に
危
機
感
を
持
っ

た
予
算
編
成
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
、
電
源
関
係
交
付
金

を
活
用
し
、
地
域
医
療
、
高

齢
者
福
祉
、
子
育
て
支
援
な

ど
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
多
岐

多
様
に
わ
た
り
提
供
し
て
い

る
。
こ
の
交
付
金
を
活
用
し

な
い
場
合
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
や
負
担
増
に
直
結
す

る
。
そ
う
し
た
事
態
を
招
か

な
い
よ
う
に
、
電
源
関
係
交

付
金
を
有
効
活
用
し
た
令
和

７
年
度
予
算
編
成
に
賛
成
す

る
。

　海下竜一郎 議員

　清水　康博 議員

　

反
対
さ
れ
る
議
員
か
ら
は
、

中
間
貯
蔵
施
設
が
建
設
さ
れ

る
か
決
ま
っ
て
い
な
い
の
に

電
源
交
付
金
を
予
算
に
充
当

す
る
こ
と
は
反
対
と
言
う
が
、

財
源
の
厳
し
い
上
関
町
に
と

っ
て
電
源
交
付
金
は
重
要
な

財
源
で
あ
り
、
充
当
先
を
見

て
も
、
主
な
も
の
と
し
て
、

か
み
の
せ
き
苑
の
運
営
補
助

金
な
ど
福
祉
関
係
や
学
校
関

係
、
各
診
療
所
の
人
件
費
で

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
、
反

対
す
る
町
民
は
い
な
い
と
思

う
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
招
か
な
い
た
め
に
も
、
予

算
案
に
賛
成
す
る
。

　古泉　直紀 議員

　

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て

自
治
体
を
持
続
可
能
に
し
て

い
く
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
や
地
域
力
、
民
間
の
経
営

能
力
を
活
用
し
、
人
口
減
に

あ
わ
せ
て
町
の
財
源
規
模
を

小
さ
く
し
て
い
く
、
と
い
う

の
が
、
地
方
行
政
の
求
め
ら

れ
る
姿
だ
と
考
え
る
。
ま
さ

に
「
言
う
は
易
し
行
う
は
難

し
」
だ
が
、
難
し
い
か
ら
こ

そ
時
間
を
か
け
て
始
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
来
年
度
予

算
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
の

持
続
可
能
な
自
治
体
づ
く
り

に
向
け
た
意
思
が
私
に
は
感

じ
ら
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
。

今
後
へ
の
期
待
を
込
め
て
予

算
案
に
反
対
す
る
。

　秋山　鈴明 議員
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交付金の主な充当先

３３
月
定
例
会

月
定
例
会

　
７
名
の
議
員
が

　
７
名
の
議
員
が
1010
件
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

件
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

“
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画　

“
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画　

  

閣
議
決
定
”

閣
議
決
定
”

　
　
　
　
　
　
　

町
の
行
方
は

　
　
　
　
　
　
　

町
の
行
方
は

柏田　真一 議員

高
校
の
再
編
統
合
に

高
校
の
再
編
統
合
に

つ
い
て

つ
い
て

　

柳
井
、
周
南
地
域
に
お
け
る
、
公

立
高
校
の
再
編
統
合
に
よ
り
公
立
高

校
５
校
が
閉
校
と
な
り
、
令
和
８
年

度
か
ら
新
高
校
２
校
が
設
置
さ
れ

る
。
入
学
定
員
数
や
学
科
、
部
活
動

等
に
つ
い
て
の
現
状
は
。
高
校
の
再

編
統
合
に
伴
う
状
況
の
変
化
で
通
学

助
成
金
を
バ
ス
の
み
で
な
く
電
車
も

県
教
育
庁
と
連
絡
を
取
り

対
応
す
る

国
・
県
に
補
助
金
制
度
の

創
設
を
要
望

質
問

対
象
と
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。
そ

の
ほ
か
の
考
え
が
あ
る
の
か
。
通
学

時
間
帯
の
防
長
バ
ス
に
つ
い
て
利
用

し
や
す
い
時
刻
表
と
な
る
よ
う
防
長

バ
ス
と
協
議
し
て
い
る
の
か
。

　
令
和
８
年
４
月
に
新
高
校
２
校
が

設
置
さ
れ
る
。
県
立
学
校
は
、
県
下

全
域
が
校
区
と
な
り
、
県
内
全
て
の

中
学
校
に
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

定
員
数
や
学
科
、
部
活
動
等
に
つ
い

て
、
県
教
育
庁
が
中
心
に
進
め
て
い

る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
県
教

育
庁
と
連
絡
を
取
り
対
応
し
て
い
く
。

　
熊
毛
郡
３
町
で
、
県
教
育
委
員
会

に
対
し
、
通
学
支
援
策
と
し
て
、
交

通
手
段
の
確
保
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
、
公
共
交
通
機
関
の
運
営
経
費

　
上
関
町
に
お
い
て
は
、
原
子
力
発

電
所
計
画
、
中
間
貯
蔵
施
設
設
置
に

関
す
る
調
査
・
検
討
の
申
し
入
れ
を

受
け
入
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
初
期
対
策
交
付
金
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
交
付
金
の
使
途
や
活
用
に
つ
い

て
は
制
限
が
あ
り
、
安
易
に
充
当
で

き
な
い
。
私
も
使
途
拡
大
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
国
に
対
し
、
制
度

改
正
に
つ
い
て
要
請
し
て
い
く
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
国
策
。
国
が
前
面

に
立
ち
、
町
民
は
勿
論
、
周
辺
自
治

体
も
同
様
に
、
説
明
会
等
を
開
催
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

等
に
対
す
る
国
や
県
の
補
助
金
制
度

の
創
設
を
要
望
し
た
。
路
線
バ
ス
、

電
車
通
学
に
つ
い
て
も
、
協
議
・
検

討
す
る
。

質
問

原
子
力
政
策
に
係
る
国

原
子
力
政
策
に
係
る
国

と
の
関
係
に
つ
い
て

と
の
関
係
に
つ
い
て

交
付
金
の
制
度
改
正
は
必
要

と
考
え
る

　

当
町
の
厳
し
い
財
政
事
情
を
踏
ま

え
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を

よ
り
柔
軟
に
活
用
で
き
る
よ
う
制
度

改
正
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る

が
、
町
長
の
考
え
は
。
ま
た
、
周
辺

市
町
で
も
原
子
力
関
係
の
視
察
を
行

え
る
よ
う
、
交
付
金
制
度
を
改
正
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
が
、
当
町

及
び
周
辺
市
町
に
お
け
る
、
原
子
力

政
策
に
対
す
る
国
の
理
解
活
動
に
つ

い
て
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
望
ん
で
い
る

か
。



かみのせき議会だより15 令和7年5月8日　№ 170

議会で慎重審議

使用済み燃料は再処理工場へ

山村 泰志 議員

中
間
貯
蔵
施
設
導
入
の

中
間
貯
蔵
施
設
導
入
の

判
断
に
つ
い
て

判
断
に
つ
い
て

　

我
が
町
に
お
い
て
は
、
上
関
原
子

力
発
電
所
建
設
計
画
が
あ
る
。
現

在
、
中
国
電
力
が
使
用
済
み
燃
料
中

間
貯
蔵
施
設
に
係
る
調
査
・
検
討
を

進
め
て
い
る
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

へ
２
月
４
日
に
訪
問
し
た
際
に
、
中

間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
国
策
と
し
て

取
組
む
旨
を
聞
い
て
い
る
。
町
長
は

中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
「
調
査
結

果
が
出
て
仮
に
適
地
と
な
れ
ば
、
住

民
・
議
会
の
意
向
を
踏
ま
え
て
判
断

す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
私
は
、
最

終
的
に
は
議
会
制
民
主
主
義
の
ル
ー

ル
に
従
っ
て
判
断
す
べ
き
と
思
う
。

　

今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方
向

性
を
示
す
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
原
子
力

に
つ
い
て
「
可
能
な
限
り
依
存
度
を

低
減
」
と
の
文
言
が
削
除
さ
れ
る
と

と
も
に
、
脱
炭
素
効
果
の
高
い
電
源

と
し
て
最
大
限
活
用
す
る
方
針
が
明

記
さ
れ
た
。
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い

て
は
、
建
設
・
活
用
を
促
進
し
て
い

く
と
明
記
さ
れ
、「
中
間
貯
蔵
施
設

等
に
貯
蔵
さ
れ
た
使
用
済
燃
料
は
六

ヶ
所
再
処
理
工
場
へ
搬
出
す
る
」
と

い
う
方
針
が
追
記
さ
れ
た
。
町
長
の

同
計
画
に
対
す
る
所
感
は
。

住
民
、議
会
の
意
向
を
踏
ま

え
て
判
断
す
る

質
問

質
問

　
町
は
現
在
、
原
子
力
発
電
所
準
備

工
事
の
中
断
が
続
い
て
お
り
、
中
間

貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
も
調
査
結
果
を

待
っ
て
い
る
状
況
。
議
員
の
皆
様
に

は
、
２
月
４
日
に
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
へ
訪
問
さ
れ
、
国
と
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。
私
も
（
国
と
）
直
接
意

見
の
交
換
を
行
い
た
い
。
さ
て
、
原

子
力
政
策
に
係
る
上
関
町
の
判
断
に

つ
い
て
、
最
終
的
に
は
議
会
制
民
主

主
義
の
ル
ー
ル
に
従
う
べ
き
と
の
山

村
議
員
さ
ん
の
お
考
え
だ
が
、
議
会

に
お
い
て
も
し
っ
か
り
と
議
論
を
尽

く
し
、
住
民
、
議
会
の
意
向
を
踏
ま

え
然
る
べ
き
判
断
が
必
要
。

　
こ
の
度
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
第

７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
で
は
、

電
力
需
要
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
な

ど
、
脱
炭
素
効
果
の
高
い
電
源
を
最

大
限
活
用
す
る
。
ま
た
、
中
間
貯
蔵

施
設
等
に
貯
蔵
さ
れ
た
使
用
済
燃
料

は
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
へ
搬
出
す
る

方
針
も
示
さ
れ
た
。
こ
の
度
の
基
本

計
画
は
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
道
筋
が
示
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も

国
の
取
り
組
み
を
注
視
し
な
が
ら
町

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

古泉　直紀 議員

第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
に
つ
い
て

計
画
に
つ
い
て

国
の
取
組
を
注
視
し
て
い
く
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全国でも先進的な取組である放課後
子ども教室

山戸　孝 議員

関
西
電
力
は
信
頼
に
値
す
る
か

関
西
電
力
は
信
頼
に
値
す
る
か

　

中
間
貯
蔵
施
設
計
画
に
つ
い
て
①

中
国
電
力
は
適
地
か
ど
う
か
の
判
断

を
す
る
前
に
調
査
デ
ー
タ
を
公
表
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
②
む
つ
市
の
事

例
で
も
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
実
施

さ
れ
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
実

施
す
べ
き
。
③
関
西
電
力
は
事
業
者

か
。
こ
れ
ま
で
町
に
コ
ン
タ
ク
ト
は

あ
っ
た
の
か
。
④
関
電
の
核
の
ゴ
ミ

を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
は
拒
否
感
を

感
じ
る
人
は
多
い
。
説
明
や
理
解
を

得
る
責
任
が
関
電
に
あ
る
と
思
う
か
。

⑤
関
電
は
不
祥
事
も
多
く
、
使
用
済

み
核
燃
料
に
つ
い
て
福
井
県
と
の
約

束
も
守
れ
て
い
な
い
。
信
頼
に
値
す

る
企
業
か
。

回
答
は
差
し
控
え
る

質
問

質
問

　
①
デ
ー
タ
は
国
の
安
全
審
査
の
中

で
示
さ
れ
る
。
立
地
可
能
性
調
査
の

結
果
に
つ
い
て
は
町
に
報
告
が
あ
る

と
思
う
の
で
、
そ
の
際
は
議
会
に
も

報
告
す
る
。
②
中
間
貯
蔵
施
設
は
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
法
の
対
象
施
設
で

は
な
い
が
、
先
日
住
民
団
体
か
ら
要

望
が
あ
っ
た
際
に
も
思
い
は
お
伝
え

す
る
と
回
答
し
た
。
事
業
者
判
断
で

適
切
に
対
応
さ
れ
る
と
思
う
。
③
関

西
電
力
も
事
業
者
だ
が
、
現
時
点
で

コ
ン
タ
ク
ト
は
な
い
。
④
国
が
前
面

に
立
っ
て
説
明
し
、
理
解
促
進
を
図

る
べ
き
。
⑤
関
電
に
つ
い
て
の
コ
メ

ン
ト
は
差
し
控
え
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

強
い
危
機
感
を
も
っ
て
定
住

強
い
危
機
感
を
も
っ
て
定
住

対
策
を

対
策
を

第
６
次
総
合
計
画
に
お
い
て

様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
い
く

　

２
０
２
４
年
の
町
の
出
生
数
は
２

人
。
強
い
危
機
感
を
も
っ
て
定
住
対

策
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
①

こ
れ
ま
で
の
定
住
対
策
や
子
育
て
支

援
の
総
括
は
。
町
の
子
育
て
支
援
は

他
の
自
治
体
に
劣
る
も
の
で
は
な
い

が
、
結
果
と
し
て
は
厳
し
い
状
況
。

受
け
止
め
は
。
②
住
居
の
確
保
に
お

い
て
既
存
の
公
営
住
宅
の
活
用
は
。

　
①
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
本
町

独
自
の
施
策
を
含
め
た
手
厚
い
支
援

を
行
っ
て
き
た
が
、
魅
力
が
発
信
し

き
れ
て
い
な
い
。
町
外
に
向
け
て
積

極
的
に
情
報
発
信
し
て
い
く
。
移
住

定
住
施
策
に
つ
い
て
は
十
分
な
効
果

を
上
げ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況

の
た
め
、
第
６
次
総
合
計
画
に
お
い

て
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
い
く
。

②
既
存
の
公
営
住
宅
に
は
収
入
基
準

な
ど
公
営
住
宅
法
に
則
っ
て
設
定
し

て
い
る
た
め
柔
軟
な
対
応
が
で
き
な

い
の
が
現
状
。
Ｕ
タ
ー
ン
者
が
対
象

の
空
き
家
改
修
助
成
の
新
設
な
ど
、

移
住
定
住
に
資
す
る
住
居
の
確
保
は

今
後
も
様
々
な
方
法
を
検
討
し
て
い

く
。
③
定
住
対
策
と
し
て
、
事
業
を

続
け
る
限
り
財
政
面
で
も
支
え
て
い

く
。

現
在
住
民
で
あ
る
方
に
今
後
町
に
住

み
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
柔

軟
な
対
応
は
で
き
な
い
か
。
③
放
課

後
子
ど
も
教
室
は
町
で
の
子
育
て
に

お
い
て
重
要
な
事
業
。
現
状
の
時
間

帯
や
長
期
休
暇
中
の
開
催
の
維
持
を
。
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海下 竜一郎 議員

今
後
の
中
間
貯
蔵
施
設
に
対
す
る

今
後
の
中
間
貯
蔵
施
設
に
対
す
る

理
解
活
動
の
取
り
組
み
は

理
解
活
動
の
取
り
組
み
は

第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に

第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に

お
け
る
上
関
町
の
現
状
に
つ
い
て

お
け
る
上
関
町
の
現
状
に
つ
い
て

　

現
在
、
中
間
貯
蔵
施
設
は
調
査
段

階
に
あ
り
、
申
し
入
れ
対
応
時
に
町

長
が
調
査
結
果
が
出
て
適
地
と
な
れ

ば
住
民
・
議
会
の
意
向
を
ふ
ま
え
て

対
応
す
る
と
回
答
さ
れ
て
い
る
。
現

時
点
で
こ
れ
以
上
の
回
答
は
で
き
な

い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
町
内
住

民
の
不
安
の
声
に
対
し
て
、
現
物
を

見
て
触
っ
て
判
断
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
茨
城
県
の
東
海
第
二
発
電
所

の
視
察
を
実
施
し
て
い
る
。
６
年
度

の
取
り
組
み
を
ふ
ま
え
た
７
年
度
の

取
り
組
み
内
容
な
ど
町
主
催
の
視
察

に
関
す
る
考
え
は
。

　

①
国
は
、
上
関
は
既
存
型
の
改
良

型
沸
騰
水
軽
水
炉
で
は
な
く
次
世
代

革
新
炉
と
い
う
議
論
を
今
後
の
状
況

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

な
る
と
述
べ
て
い
る
。
国
、
ま
た
は

中
国
電
力
か
ら
何
ら
か
の
説
明
が
町

長
に
あ
っ
た
か
。

　

②
次
世
代
革
新
炉
は
ま
だ
開
発
中

で
あ
り
、
実
用
化
さ
れ
る
に
は
ま
だ

ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
る
。

実
用
化
さ
れ
た
と
し
て
も
そ
の
他
開

発
に
含
め
ら
れ
て
い
る
上
関
が
検
討

さ
れ
る
か
は
現
状
不
透
明
。
と
思
わ

れ
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

直
接
見
て
、今
後
の
判
断
材
料

に
し
て
い
た
だ
き
た
い

私
の
姿
勢
は
、
住
民
意
見
を

聴
き
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と

質
問

質
問

　
町
内
に
お
け
る
理
解
活
動
に
つ
い

て
は
、
中
国
電
力
や
町
で
実
施
し
て

い
る
。
視
察
な
ど
を
通
し
て
住
民
の

皆
様
の
理
解
が
進
ん
で
い
る
と
実
感

し
て
い
る
。
町
独
自
の
視
察
研
修
に

つ
い
て
も
一
昨
年
以
降
、
多
く
の
方

が
た
に
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
、
来

年
度
以
降
も
引
き
続
き
実
施
す
る
た

め
に
予
算
計
上
し
て
い
る
。
住
民
の

皆
様
の
中
に
も
、
賛
成
・
反
対
の
意

見
が
あ
る
が
、
ま
ず
は
直
接
見
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
そ

の
上
で
今
後
の
判
断
材
料
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
１
点
目
の
ご
質
問
に
あ
る
次
世
代

革
新
炉
に
つ
い
て
、
原
子
力
発
電
所

建
設
は
、
事
業
者
の
判
断
に
よ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
国
の
回
答
は
、

国
と
し
て
各
地
域
の
進
展
等
、
今
後

の
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
し
、
次
世

代
革
新
炉
も
想
定
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

２
点
目
の
ご
質
問
に
つ
い
て
は
、
国

の
原
子
力
政
策
に
よ
り
適
切
に
対
応

さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

私
の
姿
勢
は
目
下
の
中
間
貯
蔵
施
設

に
関
し
、
住
民
の
意
見
を
聴
き
な
が

ら
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

資源エネルギー庁意見交換研修

清水 康博 議員

中間貯蔵施設イメージ図
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持
続
可
能
な
水
道
事
業

持
続
可
能
な
水
道
事
業

に
つ
い
て

に
つ
い
て

　

①
町
長
の
公
約
で
あ
る
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
の
は
、
お
よ

そ
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
を
意
識
し
て

い
る
の
か
。
人
口
予
測
に
基
づ
い
て

将
来
へ
の
利
益
・
負
担
を
考
慮
す
る

よ
う
な
長
期
の
視
点
が
必
要
だ
。
②

水
道
経
営
に
つ
い
て
も
数
十
年
先
を

見
越
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
が
求

め
ら
れ
る
。
現
在
、
水
道
事
業
の
赤

字
額
が
約
１
億
円
で
あ
り
町
の
財
政

を
圧
迫
し
て
い
る
。
全
国
的
に
も
同

じ
課
題
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
が
、
赤

字
額
は
今
後
ま
す
ま
す
膨
ら
む
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
ど
う
対
応
し
て
い

く
か
。 地

域
の
情
報
と
企
業
団
の

連
携
が
重
要

質
問

秋山 鈴明 議員

質
問

　
①
「
水
」
は
人
が
生
き
て
い
く
う

え
で
無
く
て
は
な
ら
な
い
。
私
が
掲

げ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
は
、

半
永
久
的
な
期
間
で
あ
る
。
②
水
道

事
業
会
計
が
複
式
簿
記
へ
移
行
さ
れ
、

中
長
期
的
な
将
来
予
測
が
可
能
と
な

り
、
水
道
事
業
を
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
の
、
経
営
戦
略
を
策
定
し
て

い
る
。
カ
ギ
と
な
る
の
が
、
水
道
施

設
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
で
あ
り
、

水
道
事
業
の
移
行
後
は
地
域
の
情
報

を
持
つ
各
自
治
体
と
企
業
団
の
広
域

連
携
の
取
り
組
み
が
重
要
と
な
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

持
続
可
能
な
診
療
事
業

持
続
可
能
な
診
療
事
業

に
つ
い
て

に
つ
い
て

地
域
医
療
の
充
実
は

重
要
項
目

　

延
期
に
な
っ
た
診
療
事
業
に
つ
い

て
も
、
数
十
年
先
を
見
越
し
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
令
和
５
年
時
点

で
海
の
ま
ち
診
療
所
の
１
日
平
均
患

者
数
が
16
・
５
人
。
今
後
も
急
激
な

人
口
減
少
が
予
測
さ
れ
る
な
か
、
持

続
可
能
な
経
営
を
し
て
い
く
た
め
に
、

将
来
の
人
口
や
需
要
、
料
金
収
入
、

事
業
費
、
建
物
の
維
持
管
理
費
、
そ

し
て
町
の
赤
字
負
担
額
が
そ
れ
ぞ
れ

ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
か
、
経
営
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
の
か
、
ま

た
、
し
て
な
い
の
で
あ
れ
ば
改
め
て

行
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
町
の

考
え
は
。

　
診
療
所
に
関
し
て
持
続
可
能
な
経

営
と
い
う
こ
と
だ
が
、
今
回
の
第
６

次
総
合
計
画
策
定
に
係
る
住
民
ア
ン

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

ケ
ー
ト
で
は
、
地
域
医
療
の
充
実
は

重
要
事
項
で
あ
る
と
の
声
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
た
。
い
つ
ま
で
も
暮
ら

し
続
け
た
い
ま
ち
の
実
現
の
た
め
に

も
、
当
然
「
医
療
」
は
欠
か
せ
な
い
。

移
住
者
に
と
っ
て
、
町
を
選
ぶ
う
え

で
、
医
療
施
設
は
必
須
条
件
で
あ
る

と
思
う
。
そ
の
た
め
、
現
時
点
で
診

療
所
建
設
の
方
針
を
撤
回
す
る
考
え

は
な
い
。副

町
長
答
弁

副
町
長
答
弁

副
町
長
答
弁

　
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
す
る
に
し
て

も
、
住
民
の
意
見
や
長
い
期
間
を
か

け
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
良
い

答
弁
を
す
る
た
め
、
ま
た
、
限
ら
れ

た
時
間
で
よ
り
良
い
議
論
を
す
る
た

め
に
執
行
部
に
＊
反
問
権
を
取
り
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
。
議
員
の
主
張
・

意
図
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
よ
り

良
い
議
論
を
す
る
た
め
に
取
り
入
れ

た
い
。

＊
反
問
権
と
は

　
議
会
に
お
い
て
議
員
か
ら
の
質
問

や
質
疑
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
、
町

長
や
職
員
が
議
員
に
問
い
直
す
権
利
。

柳井地域広域企業水道団
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令
和
７
年
２
月
４
日
（
火
）、
上
関
町
議
会

と
し
て
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
赴

き
、
意
見
交
換
を
実
施
し
た
。
参
加
し
た
議
員

は
８
名
で
、
最
初
に
国
か
ら
「
第
７
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
」（
案
）
の
概
要
説
明
が
あ
っ

た
。
同
計
画
は
２
月
18
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

が
、
原
子
力
に
つ
い
て
は
、「
可
能
な
限
り
依

存
度
を
低
減
」
と
の
文
言
が
削
除
さ
れ
る
と
と

も
に
、
脱
炭
素
効
果
の
高
い
電
源
と
し
て
最
大

限
活
用
す
る
方
針
が
明
記
さ
れ
、
ま
た
、
中
国

電
力
が
上
関
町
で
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
る

中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
は
、
建
設
・
活
用
を

促
進
し
て
い
く
こ
と
が
改
め
て
明
記
さ
れ
た
。

　

国
の
説
明
後
、
各
議
員
か
ら
は
、
第
７
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
け
る
上
関
原
子
力

発
電
所
計
画
の
位
置
づ
け
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
同
発
電
所
の
の
早
期
建
設
や
、
中
間
貯
蔵

施
設
に
つ
い
て
国
が
前
面
に
立
っ
て
説
明
・
支

援
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
と
い
っ
た
意
見
、
そ

し
て
、
町
内
に
は
計
画
に
反
対
す
る
住
民
も
お

り
、
そ
の
声
に
も
耳
を
傾
け
る
べ
き
で
あ
る
な

ど
と
い
っ
た
意
見
も
述
べ
た
。
こ
れ
ら
に
対
し
、

国
か
ら
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
お
け
る
上
関

原
子
力
発
電
所
計
画
の
位
置
づ
け
に
変
更
は
な

く
、
ま
た
、
要
請
が
あ
れ
ば
中
間
貯
蔵
施
設
に

つ
い
て
国
も
説
明
を
行
う
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

議会活動報告（令和６年 12 月 18 日～令和７年３月 14 日）

〃
3
月
14
日

3
月
13
日

3
月
11
日

3
月
10
日
〃
3
月
6
日

3
月
5
日

2
月
27
日

2
月
26
日
〃〃

2
月
21
日

2
月
19
日

2
月
18
日

2
月
17
日
～
18
日

2
月
14
日

2
月
12
日

2
月
6
日

1
月
28
日

1
月
17
日

1
月
14
日

1
月
11
日

1
月
7
日

1
月
6
日

1
月
4
日

12
月
26
日

12
月
24
日

12
月
18
日

月
　
日

議
会
運
営
委
員
会
（
山
村
・
右
田
・
海
下
・
古
泉
・
山
戸
・
岩
木
）

第
１
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

第
１
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
（
山
戸
・
山
村
・
秋
山
・
海
下
・
山
谷
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
右
田
・
古
泉
・
柏
田
・
清
水
・
岩
木
）

全
員
協
議
会
（
全
議
員
）

第
１
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

第
１
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

例
月
出
納
検
査
（
海
下
）

議
会
運
営
委
員
会
（
山
村
・
右
田
・
海
下
・
古
泉
・
山
戸
・
岩
木
）

県
町
議
会
議
員
研
修
会
（
山
口
市
）

山
口
県
離
島
振
興
町
議
会
議
長
会
定
例
会
（
山
口
市
‥
岩
木
）

山
口
県
町
議
会
議
長
会
定
例
会
（
山
口
市
‥
岩
木
）

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
定
例
会
（
柳
井
市
‥
海
下
）

周
東
環
境
衛
生
組
合
臨
時
会
（
柳
井
市
‥
右
田
・
山
戸
）

議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
東
京
都
‥
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

上
関
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
（
山
谷
・
清
水
）

柳
井
地
域
広
域
水
道
定
例
会
（
柳
井
市
‥
山
戸
）

離
島
振
興
市
町
村
議
長
会
総
会
（
東
京
都
‥
岩
木
）

第
１
回
臨
時
会
（
全
議
員
）

熊
毛
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会
（
岩
木
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

医
療
関
係
団
体
新
年
互
例
会
（
山
口
市
‥
岩
木
）

県
知
事
・
県
議
会
議
長
新
年
挨
拶
（
岩
木
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

消
防
出
初
式
（
岩
木
）

例
月
出
納
検
査
（
海
下
）

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
議
会
定
例
会
（
柳
井
市
‥
山
戸
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

内
容
（
場
所
・
出
席
者
・
参
加
者
）

　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　
　
　
　
意
見
交
換
研
修
会

Pick
UP
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　■
編

　
集

／
議

会
広

報
広

聴
調

査
特

別
委

員
会

　
■

印
刷

所
／

中
村

印
刷

株
式

会
社

■
発

行
責

任
者

／
議

会
議

長
　

岩
木

和
美

　
〒

742-1402　
山

口
県

熊
毛

郡
上

関
町

大
字

長
島

448
　

TEL 0820-62-0364　
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上関町議会表彰を受ける岩木議長

他県の議員とともに

　

次
回
定
例
会
の
初
日
は

　

６
月
３
日(

火)
の
予
定
で
す
。

　

今
年
の
城
山
歴
史
公
園
の
桜
ま

つ
り
は
、
初
日
に
雪
が
散
ら
散
ら
降

る
中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
冷
え

込
み
が
激
し
く
今
年
の
開
花
は
ず

れ
込
み
遅
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
例
年
通
り
の
来
場
者
は
な
か
っ

た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
シ
ー
ズ
ン
中

に
は
、
約
二
万
人
の
来
場
者
が
あ

り
、
道
の
駅
や
鳩
子
の
湯
な
ど
町
内

の
い
た
る
と
こ
ろ
で
賑
わ
い
を
見

せ
た
と
こ
ろ
で
す
。
関
係
者
各
位
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ま
た
来
年
も
賑
や
か
に
な
る
こ
と

を
祈
念
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

要
望
・
陳
情

編

集

後

記

・
令
和
７
年
度
予
算
編
成
に
際
し
て

の
観
光
協
会
助
成
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

上
関
町
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

浜
田
憲
昭

・
令
和
７
年
度
市
町
予
算
編
成
に
際

し
て
商
工
会
助
成
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

山
口
県
商
工
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

安
倍
隆
史

・
臓
器
移
植
に
関
わ
る
不
正
取
引
、

非
人
道
性
が
疑
わ
れ
る
国
へ
の
渡
航

等
を
防
止
す
る
た
め
の
法
整
備
等
を

求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

　

一
般
社
団
法
人　

中
国
に
お
け
る

　
　

臓
器
移
植
を
考
え
る
会

　
　
　
　
　
　
　

代
表　

丸
山
治
章

委
員
長　

山
谷　

良
数

副
委
員
長　

海
下
竜
一
郎

委　

員　

古
泉　

直
紀

　

〃　
　

右
田
千
賀
子

　

〃　
　

山
戸　
　

孝

議会広報広聴
調査特別委員会

皆
様
方
の
ご
意
見
・
想
い
・
投
稿

な
ど
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
月
21
日
、
セ
ン
ト
コ
ア
山
口
に

お
い
て
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会　

議
事
調
査
部
長　

飯
田　

厚
氏
よ
り
、

議
会
に
関
す
る
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
と
会
議
規
則
・
委
員
会
条
例
の

改
正
等
と
題
し
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
議
会
活
動
に
大
変
参
考
に
な

る
有
意
義
な
研
修
で
、
今
後
の
議
会

活
動
に
反
映
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

　

２
月
17
日
、
全
国
町
村
議
員
会
館

に
お
い
て
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
平
本

久
美
子
講
師
に
よ
る
研
修
を
受
講
い

た
し
ま
し
た
。
広
報
誌
を
作
る
に
あ

た
り
住
民
の
意
義
、
関
心
ご
と
を
考

察
し
知
り
た
い
こ
と
な
ど
を
優
先
し

た
、
写
真
の
配
置
な
ど
も
バ
ラ
ン
ス

よ
く
使
い
、
見
出
し
の
文
字
は
数
を

多
く
し
な
い
で
、
紙
面
は
文
字
を
詰

め
こ
ま
ず
区
切
り
線
な
ど
を
使
い
読

み
や
す
い
紙
面
に
す
る
。
大
切
な
こ

と
は
読
み
手
の
目
線
を
考
え
た
紙
面

に
す
る
こ
と
。
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・
表
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山
口
市
）

 
広
報
委
員
会
研
修
会

　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）


